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会期 2023 年 5月 20 日（土）～ 5 月 21 日（日） 
会場 富山大学五福キャンパス（富山市） 

公益社団法人 日本分析化学会 
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   実行委員長あいさつ 
 
 
 

実行委員長（富山大学学術研究部工学系） 遠田 浩司 
 

 
 

2023 年の第 83 回分析化学討論会は，富山大学で開催することとなりました。富山で分析化学

討論会を開催するのは，1994 年に開催された第 55 回分析化学討論会以来 29 年ぶりとなります。

前回富山開催時は，交通の便に些か難がありましたが，2015 年の北陸新幹線開通により特に首都

圏方面からのアクセスが容易となり，また富山駅周辺の再開発も進んでまいりました。 

一方，2019 年冬から世界中に拡がった新型コロナ禍は，3 年半近くを過ぎてやや収束の兆しが

見えてきたものの，私たちの研究・教育活動だけではなく学会活動にも大きな影響を与えてきま

した。確かに完璧な感染対策であるオンラインでの学会は，時間的制約も少なく手軽に参加でき

るという利点もありますが，やはり学会会場に出向き，研究仲間と対面し些細なことも含めて様々

な情報交換をすることが叶わないという「もどかしさ」を感じてまいりました。そのような状況

の中，感染対策を取りながら茨城大学での第 82 回分析化学討論会がコロナ禍以降初めて対面で開

催され，また岡山大学での第 71 年会も引き続き対面で開催されており，「もどかしさ」を解消し

てくださった実行委員の方々をはじめとする関係各位のご尽力に敬意を払うとともに，感謝の念

に堪えません。 

実行委員会では，第 82 回討論会及び第 71 年会での感染対策を踏まえ，講演会場での着席方法，

ポスター会場や休憩室等の感染対策を徹底し，第 83 回分析化学討論会を対面で開催することとい

たしました。また，会場での密を避けるとともに，ご参加される方々の利便性を考慮し口頭発表

のストリーミング配信を行うことといたしました。 

本討論会が開催される富山大学五福キャンパスは，富山駅から路面電車（市内電車）で 15 分，

バスで 20 分の距離にあり，アクセスは極めて容易です。また，富山駅北徒歩 10 分のところには

「景観が世界一」に選ばれた珈琲店のある富岩運河環水公園が，少し足を伸ばせば黒部渓谷トロ

ッコ列車や立山黒部アルペンルートで初夏の立山を楽しむことができますし，お天気が許せば，

市内から雄大な立山連峰を眺めることもできます。さらに，5 月は富山湾のホタルイカや白えび

の旬の時期で，様々な海産物や地酒も楽しむことができます。 
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この富山の地で，皆様と直接お目にかかり，議論と親交を深めることを心より楽しみにしてい

ます。数多くの皆様にご参加いただければ幸いです。 

この「展望とトピックス」は，毎回各討論会，年会において発表が予定されている研究発表の

中から，学術的に優れるだけでなく社会的な関心も高いと考えられる研究発表を厳選し，それら

の研究発表について会員有志が平易に紹介，解説したものをまとめています。この冊子が，「第

83 回分析化学討論会」の全体像を表すとともに，社会や産業，身近な生活とどのように関わって

いるのかを示す，その窓口になるものと期待しています。「測る」を極めることを目指す分野と

もいえる分析化学は科学の地平線をあらわにする最先端の学術領域であるとともに，社会におけ

るより普遍的な「ものさし」や「はかり」を作り出す，生活に密着した分野でもあります。これ

を具現化する分析化学会の活動にご理解を賜るとともに，ご興味をお持ちいただければ幸いです。 

 

 

総講演数 405 件（4 月 10 日現在参加登録分） 

内訳：討論主題講演 35 件（依頼 22 件，一般 13 件），一般講演 225 件（口頭 157

件，ポスター 68 件），若手ポスター講演 128 件，テクノレビュー講演 5 件（口

頭 2 件, ポスター 3 件），産業界 R&D 紹介ポスター 12 件 

 

 



ようこそ，日本のまんなか“中部”へ。 
  

 

中部支部長（岐阜薬科大学） 江坂 幸宏 

  

 

 

この自然豊かな富山で開催される第 83 回分析化学討論会にご参集いただきまして，ここ

ろより感謝申し上げます。本討論会は，遠田実行委員長以下，富山の方々は勿論，北陸の方々

を中心にした中部支部メンバーで準備が進められ，本部からの強力な助太刀もいただいて，

この開催に至っております。中部支部は，中部地方の各地（地勢的には北陸，中央高地，東

海）の人々によって運営されていますが，行事は開催される場所，及び中心となって企画す

る人々の特色が色濃く出てまいります。そこが大変愉しみなところだと私は思います。それ

を満喫いただけたら幸いです。  

コロナ禍の中でも，私たちはコミュニケーションを（Web 等を駆使して）懸命に保とう

としてきました。ただ，やはり直接お会いできる場は無くてはならないと感じています。本

討論会は，中部支部全体に非常によい刺激を与えるだけでなく，全国の皆さんと相方向での

交流を，昨年度の討論会・年会に続いた対面でいっそうに深め，分析化学会の Reborn をき

っと促進するでしょう。特に未来を創る若手・学生の皆さんが「参加してよかった」と思え

ることを心から願っています。  

私の好きなお店で，「きときと」という名の，新鮮でとびきりの魚を値打ちにいただける

酒処は，多弁ではありませんが，気さくで気の付く店主とおかみさんがやられています。本

討論会でも，そういう「中身がしっかりしていて満足できる」内容が企画され，さらには，

「きときと」なネタ（食べ物のことではありません）を集めていただいているのではないで

しょうか。もちろん，その集められたキトキトネタは日本全国の産官学の皆様のものであり

ます。素晴らしい宴が完結しますことを祈念しております。 
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Y1132 5 20 13 : 15  15 : 00 
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P2011 5 21 10 : 00  11 : 45 
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Y1039 5 20 10 : 00  11 : 45 
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52-1 054-264-5656 todoroki@u-shizuoka-ken.ac.jp 
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6-6-07 022-795-7224 ryota.sawamura.a8@tohoku.ac.jp 
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D1105 5 20 15 : 30  15 : 45 
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尿タンパク質

⼤ ⼩
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Y1010 5 20 10 : 00 ( 11 : 45 

mRNA  
 

RNA mRNA
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 1  1  2  2  1 

6-3 022-795-6549 yusuke.sato.a7@tohoku.ac.jp 
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38-8 070-3879-4440 takehito_sagawa@sbfoods.co.jp 
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E1107 5 20 15 : 45  16 : 00 
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MAS-NMR, ESR  FT-IR  
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ATR-IR  
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2-1 070-2268-6448 sakabe.tb@om.asahi-kasei.co.jp 

 

 

 

ATR , MCR (multivariate curve resolution) 
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 (DSC) 
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1) T. Sakabe, S. Yamazaki, T. Hasegawa, J. Phys. Chem. B, 
2010, 114, 6878.  

2) , , 2018, 67, 179. 
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D1107 5 20 16 : 15  16 : 30 
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G1103 5 20 13 : 45  14 : 00 
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3-3-138 06-6605-2505 twoboys@omu.ac.jp 
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A D* + A  D + A*
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